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数」と称したが，図5-18の 

ねじ面上の物体は静止状態 

から滑り始めるので，一般 

には静摩擦係数を用いる。 

 

 

 

❷クラッチの摩擦面は，原 

動軸と従動軸の回転速度が 

同じになるまで滑っている 

ので，動摩擦係数を用いる。 

摩擦面は強く押しつけられ 

て滑るので，表面が荒れた 

り温度も上昇する。表10-3 

の摩擦係数はこのような過 

酷な条件下での動摩擦係数 

の概略値である。 

 

 

❶ブレーキは，回転してい 

るブレーキドラムが停止す 

るまで，摩擦面は滑ってい 

るので動摩擦係数を用いる。 

213ページ側注❷参照。 
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